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マスコバド糖30周年。
これまでとこれから
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今
、
僕
は
食
器
洗
い
を
し

て
い
る
。
夕
飯
後
の
食

器
洗
い
は
妻
と
の
約
束

で
僕
の
任
務
で
あ
る
。
幸
い
に
も
食

器
洗
い
は
嫌
い
で
は
な
い
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
毎
日
毎
日
こ
う

し
て
食
器
を
洗
っ
て
い
る
と
、
人
生

の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
小
さ
な
同
じ
こ

と
の
繰
り
返
し
で
で
き
て
い
て
、
こ

れ
に
一
体
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
い
う
問
い
に
行
き
着
く

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

幸
い
に
も
、
こ
の
問
に
対
し
て
の

答
え
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
見
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し

に
感
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
時
の
流

れ
は
一
方
行
で
あ
り
生
物
を
は
じ
め

と
し
て
万
物
に
は
終
わ
り
が
定
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
原
則
か
ら
す
れ
ば
、

絶
対
的
に
同
じ
こ
と
は
存
在
し
な
い

の
で
す
。
同
じ
に
感
じ
ら
れ
る
の
は

あ
な
た
の
受
け
取
り
方
の
問
題
な
の

で
す
。
同
じ
だ
と
感
じ
た
も
の
を
も

う
一
度
よ
く
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

き
っ
と
違
う
何
か
を
見
つ
け
ら
れ
る

C o n t e n s

　1997年10月2日（この日はガンジーの誕生日で

インドの祝日）インド独立50周年記念に招かれた
自然農法家・福岡正信さんに同行した時に、式
典会場になったムンバイにある海沿いの博物館
で見つけた“ろうけつ染め”の布です。
　石けんやお香の日用品、お土産というより普
段の生活で使う器などが所狭しと並ぶ、女性の
手仕事による品々が集められたショップの中で
心惹かれたのがこの布。
　インドでは様々な場面で布が登場します。四
隅を枝に結んで日よけにしたり、地べたや浜辺
に広げてバナナや手作り木工品を並べればたち
まちお店になります。
　布一枚にどれだけの綿花が使われ、どれほど
の人が関わっているのでしょう。綿の種が蒔か
れ、育ち、はじけた実を摘む。綿繰りして種を
取り除き、糸紡ぎ、機織り…。ガンジーが「自
分の手で紡げ」と言った意味。自然と共にある
時間とこの手足でできること。私たち一反百姓

「じねん道」は、ファーマーズマーケットなどに
出展する時は必ずこの布を広げます。（斎藤裕子）

は
ず
で
す
」。

　

幸
い
に
も
、
こ
の
答
え
に
対
す
る

反
論
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
な
の
で
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
〝
退
屈
〞
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
？　

２
つ

と
同
じ
物
事
は
存
在
し
な
い
と
私
た

ち
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
に

感
動
し
、
そ
し
て
感
謝
で
き
る
は
ず

な
ん
で
す
。
で
も
、
や
は
り
退
屈
す

る
の
で
す
」。

　

こ
の
よ
う
な
問
答
を
繰
り
返
し
て

い
る
う
ち
に
僕
の
食
器
洗
い
は
終
わ

っ
て
い
る
。

　

次
の
任
務
は
風
呂
洗
い
で
あ
る
。

こ
れ
も
妻
と
の
約
束
で
毎
日
毎
日
で

あ
る
。

　

一
昨
年
、
子
ど
も
を
授
か
っ
た
。

　

彼
女
の
振
る
舞
い
は
常
に
こ
ち
ら

の
想
像
の
枠
を
遊
々
と
突
き
抜
け
る
。

同
時
に
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化

し
て
い
く
。

　

み
る
み
る
、
さ
っ
き
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

　

彼
女
は
退
屈
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。

そ
れ
ば
か
り
か
周
囲
の
人
間
か
ら
退

屈
を
根
こ
そ
ぎ
奪
い
続
け
る
。

　

お
か
げ
で
、僕
の
体
の
中
に
、日
々

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
彼
女
の
糧
に
な

っ
て
い
る
よ
う
な
実
感
が
湧
き
上
が

っ
て
い
る
。

　

夕
飯
後
は
彼
女
を
風
呂
に
入
れ
る
。

彼
女
を
風
呂
に
入
れ
る
の
は
、
妻
と

の
約
束
で
あ
り
僕
の
毎
日
の
幸
せ
で

あ
る
。
■

僕の毎日の幸せ。
田中利昌／たなか・としまさ
TRiM.代表、APLAウェブサイト担当
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02 【ぽこぽこ 37】
僕の毎日の幸せ。◎田中利昌

03 【百姓 オブ ザ ワールド 01】
フィリピン・ネグロス島 バイス村
ジョナン・ベントゥラさん

［写真・文］寺田 俊

04 【特集】

マスコバド糖30周年。
これまでとこれから
国際協力から「ほんものの食」運動へ
◎小林和夫

砂糖の島・ネグロス島と喜界島が出会った
◎義村浩司

マスコバド糖生産者の自立への旅路
─ダマ農園の場合◎幕田恵美子
スタッフが語る出張こぼれ話
ジョネルの恋人探し!?◎寺田 俊
インタビュー

アーネル・リガホンさん
─マスコバド糖品質改善の歩み

11 【COLUMN】
［百姓の100章⑦］
「家族農 たとえ小さく見ゆるとも
世界の未来 今ここにある」

―農的ワークライフバランス「新しい家族農」の可能性
◎斎藤博嗣＆裕子

［続 Have you ever seen the cinema⑦］
『百円の恋』◎重政栄一郎

12 【Topics】
01-東日本土壌汚染マップと私たちが向き合
うべきこと◎石丸偉丈

02-地域の資源や元来の知恵を生かすこと
から◎エゴ・レモス

14 【Voice from APLA partners】
From East Timor
エゴ・レモスさん、愛和小学校を訪問
From Nihonmatsu, Fukushima
二本松有機農業研究会
ソーラーシェアリングの取り組み進捗報告

15 事務局だより

16 【KITCHEN APLA】
塩きんぴら―塩メレンゲをのせて
◎按田優子

　カネシゲファーム・ルーラルキャンパス（KF-RC）の卒業生（第３期生、2013年卒）でもあるジ
ョナン・ベントゥラさん。毎年KF-RCにやってくる研修生のよき先輩、よき目標でもあり、
みんなから慕われています。
　「毎日５時～６時には起きて、薪で火を起こしてコーヒーを淹れ、朝食の準備をします。
食事を済ませたら、鶏と豚に餌をあげて、お弁当を持って畑に出かけます。畑までは歩いて
約１時間。バナナ、カボチャ、インゲン、トウガラシ、ココナツ、コーヒーなど約10種類
の野菜を栽培していて、水田もあります。一通りの畑作業に、剪定も兼ねて畑の周りに生え
ている木を切って料理用の薪として家に持って帰ります。だいたい午後３時～４時には家に
帰ってきます。そして家畜に餌をあげたり、豚舎の掃除をしたりして１日が終わります。
　毎週月曜日には、村の生産物をトラックいっぱいに積んで、街に売りに行きます。バラン
ゴンバナナはオルタートレード・フィリピン社（ATPI）を通して日本にも送っています。
　昔はこんなにまじめに働いていませんでした。時間さえあれば外へ遊びに行くし、お酒も
しょっちゅう飲んでいました。実は最近結婚しまして、更に頑張って働かないと！と思うよ
うになりました。たまにお米がなくなってしまう時があります。畑を大きくして、収入を増
やしたいです。そしてちゃんとした家を建てて、生活に困らない暮らしをすることが今の目
標です。毎日頑張って少しずつよくしていきます。今でもお酒は飲みますが、少しだけです」。

フィリピン・ネグロス島バイス村

ジョナン・ベントゥラさん（29歳）
Jonan Ventura

［写真・文］

寺田俊／てらだ・しゅん
APLA事務局

01

フィリピン
Philippines

ネグロス島
Negros

マニラ
Manilla

Small Farmers of the World.
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砂
糖
は
甘
い
。

　

そ
れ
で
儲
け
る
者
に
と
っ
て
は

さ
ら
に
甘
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
作
ら
さ
れ
る
者
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
に
も
苦
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
に
位
置
し
、「
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
砂
糖
壺
」
と
呼
ば
れ
る
ネ
グ
ロ
ス
島
は
、

19
世
紀
半
ば
に
ア
シ
ェ
ン
ダ
と
い
う
大
規
模
な

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
が
形
成
さ
れ
て
以
来
、
今
日

ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
砂
糖
生
産
量
の
半
分

以
上
を
産
出
し
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
半
ば
、

「
砂
糖
危
機（Sugar Crisis

）」
と
呼
ば
れ
る
経

済
危
機
が
起
こ
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
飢
餓
に

よ
っ
て
命
を
落
と
し
た
。
砂
糖
危
機
を
引
き
起

こ
し
た
直
接
的
な
原
因
は
、
砂
糖
の
国
際
価
格

の
暴
落
だ
が
、
そ
も
そ
も
は
輸
出
用
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
を
強
い
ら
れ
た
と

い
う
構
造
的
問
題
が
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、

一
部
の
大
地
主
が
広
大
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
を

所
有
し
、
多
く
の
人
び
と
が
土
地
な
し
農
園
労

働
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
飢
餓
を
い
っ
そ
う
深
刻

化
さ
せ
た
。
こ
の
飢
餓
が
人
災
と
言
わ
れ
る
所

以
で
あ
る
。

　
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
民
衆
交
易
、

　

年
の
到
達
点

　

緊
急
救
援
を
目
的
に
発
足
し
た
市
民
団
体
、

日
本
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会（
Ｊ
Ｃ

Ｎ
Ｃ
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
前
身
）
は
、
土
地
を
含
む
食
料

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
の
一
つ
、
タ
イ
は
世
界

で
４
番
目
の
砂
糖
生
産
量
を
誇
り
、
輸
出
に
関

し
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い
で
世
界
第
２
位
と

な
っ
て
い
る（
２
０
１
５
年
）。
２
０
１
５
年
を

前
に
し
て
、
安
価
な
タ
イ
産
砂
糖
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
市
場
を
席
巻
し
、
ネ
グ
ロ
ス
は
「
第
２
の
砂

糖
危
機
」
に
さ
ら
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
が
高
ま
っ
た
。
実
際
に
は
、

タ
イ
産
砂
糖
は
、
買
い
付
け
価
格
が
よ
り
高
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
日
本

な
ど
に
輸
出
さ
れ
、
現
時
点
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

砂
糖
産
業
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

砂
糖
に
取
っ
て
代
わ
る

Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
が
も
た
ら
す
問
題

　

２
０
１
７
年
３
月
、
バ
コ
ロ
ド
市
に
あ
る
コ

カ
・
コ
ー
ラ
工
場
の
前
に
約
６
０
０
０
人
が
集

ま
り
、
甘
味
料
と
し
て
コ
ー
ン
シ
ロ
ッ
プ
か
ら

作
っ
た
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ（
高
フ
ル
ク
ト
ー
ス
・
コ
ー
ン
シ

ロ
ッ
プ
、
異
性
化
糖
の
一
種
）
の
み
を
使
う
こ
と
に

対
し
て
、
抗
議
の
声
を
あ
げ
た（
因
み
に
、
ペ
プ

シ
コ
ー
ラ
は
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
と
砂
糖
両
方
を
使
用
）。
Ｈ
Ｆ

Ｃ
Ｓ
輸
入
に
反
対
す
る
団
体
に
よ
る
と
、
２
０

１
０
年
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
約
30
万
ト
ン

の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
を
輸
入
し
、
そ
の
た
め
、
地
元
産

の
砂
糖
は
１
１
５
万
ト
ン
の
需
要
を
失
い
、
３

２
０
億
ペ
ソ（
約
７
０
４
億
円
）
の
損
失
を
被
っ

た
と
発
表
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
２
０
１
６

〜
２
０
１
７
穀
物
年
度
の
期
間
中
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ

輸
入
は
砂
糖
価
格
の
急
落
を
引
き
起
こ
し
た
。

２
０
１
６
年
９
月
に
は
50
キ
ロ
当
た
り
１
８
０

０
ペ
ソ（
約
４
０
０
０
円
）以
上
の
価
格
だ
っ
た

マスコバド糖30周年。
これまでとこれから

特集

30

の
生
産
手
段
、
さ
ら
に
流
通
、
販
売
、
金
融
手

段
ま
で
が
一
部
の
者
に
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
食
料
の
自
給
自
足
を
達
成
し
、
独
自

の
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
な
し
に
ネ
グ
ロ
ス
の

人
び
と
の
自
立
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
マ

ス
コ
バ
ド
糖
の
民
衆
交
易
は
、
草
の
根
の
民
衆

経
済
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
構
想
さ
れ
た
。
そ
も

そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
１
９
８
６
年
10
月
に
消

費
者
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
、「
ば
な
な
ぼ
う
と
」

に
ネ
グ
ロ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
乗
船
し
、
日
本

の
消
費
者
に
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
直
接
購
入
を
呼

び
掛
け
た
こ
と
だ
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
受
け
て
、

「
ば
な
な
ぼ
う
と
」
に
参
加
し
て
い
た
４
団
体

が
取
り
組
み
を
決
め
、
１
９
８
７
年
３
月
、
10

ト
ン
の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
が
初
め
て
神
戸
港
に
陸

技
術
、
経
営
能
力
の
欠
落
の
た
め
、
農
地
改
革

で
せ
っ
か
く
手
に
し
た
農
地
を
手
放
す
元
労
働

者
が
多
い
な
か
で
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
民
衆
交

易
は
、
数
少
な
い
成
功
し
た
自
立
モ
デ
ル
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。

砂
糖
危
機
の
再
来
？
自
由
貿
易
の
波
紋

　

砂
糖
危
機
か
ら
30
年
、
ネ
グ
ロ
ス
の
砂
糖
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

ネ
グ
ロ
ス
で
は
、
数
年
前
に
「
２
０
１
５
年

問
題
」
が
話
題
と
な
っ
た
。
１
９
９
３
年
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
、
域
内

で
生
産
さ
れ
た
全
て
の
産
品
に
か
か
る
関
税
障

壁
や
非
関
税
障
壁
を
取
り
除
き
、
域
内
の
貿
易

の
自
由
化
と
活
性
化
を
め
ざ
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

自
由
貿
易
協
定（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
制
定
し
た
。
こ

の
協
定
に
則
っ
て
、
２
０
１
０
年
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
含
む
先
行
加
盟
国
６
カ
国
で
は
域
内
関
税

が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
砂
糖
に
つ

い
て
は
、
２
０
０
９
年
に
50
％
だ
っ
た
関
税
が

段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
２
０
１
５
年
１
月

に
最
終
税
率
と
な
る
５
％
に
な
っ
た
。

揚
げ
さ
れ
た
。
日
本
と
ネ
グ
ロ
ス
の
連
帯
運
動

か
ら
始
ま
っ
た
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
民
衆
交
易
だ

が
、
そ
の
後
、
市
場
は
国
内
外
に
拡
大
す
る
。

現
在（
２
０
１
６
年
度
）、
最
大
の
輸
出
先
は
ド

イ
ツ
、
韓
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
そ
し
て

日
本
で
あ
る（
日
本
の
シ
ェ
ア
は
９
％
）。
か
つ
て

は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内

で
も
、
17
・
６
％
程
度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ま

で
に
成
長
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
マ

ス
コ
バ
ド
糖
用
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
生
産
す
る
農
地

２
６
８
・
９
９
ha
の
う
ち
、
２
０
６
・
０
９
ha

が
有
機
認
証
を
、
ま
た
そ
の
う
ち
１
８
４
・
５

２
ha
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
を
取
得
し
た
こ

と
が
大
き
い
。
２
０
１
６
年
現
在
、
10
の
生
産

者
協
同
組
合（
メ
ン
バ
ー
３
７
７
人
）
が
マ
ス
コ
バ

ド
糖
用
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
て
い
る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
包
括
的
農
地
改
革
法（
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｌ
）
に
よ
っ
て
農
地
を
獲
得
し
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
生
産
を
共
同
管
理
し
て
い

る
組
合
員
の
暮
ら
し
は
確
実

に
改
善
さ
れ
て
き
た
。
ダ
マ

農
園
は
そ
の
一
例
で
あ
る

（
９
頁
参
照
）。
生
産
資
金
や

マスコバド糖が日本に初めて届いたのは1987年3月。それから30年が経ちました。人びとの
想いが、太陽と大地の恵みが、旨みと香りがぎゅぎゅっとつまったマスコバド糖。これまでの
歩みを振り返るとともに、これからの時代にマスコバド糖が持つ意味を考えたいと思います。

─
─
日
本
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）

制
作〈
１
９
８
６
年
〉　

ビ
デ
オ『
苦
い
砂
糖
の
島
』冒
頭

よ
り 

〈
※
〉

国
際
協
力
か
ら

「
ほ
ん
も
の
の
食
」運
動
へ

小
林
和
夫
／
こ
ば
や
し
・
か
ず
お

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
広
報
本
部

〈※〉ATJウェブサイトにて視聴いただけます。《http://altertrade.jp/archives/14606》

ネグロス島のサトウキビ農園にて。カンラオン山を背景に。
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２
０
１
７
年
３
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ネ
グ

ロ
ス
島
の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
製
糖
工

場（
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）
の
ア
ー
ネ
ル
・
リ
ガ
ホ
ン（
愛

称
ス
テ
ィ
ー
ブ
、
10
頁
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
）
さ
ん
と
技
術
者
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ

ス
ク
エ
ラ（
愛
称
ア
イ
ク
）
さ
ん
が
奄
美
大
島

群
島
の
ひ
と
つ
喜
界
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

喜
界
島
は
「
砂
糖
の
島
」
と
呼
ば
れ
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
と
製
糖
業
が
島
の
主
要
産

業
と
な
っ
て
お
り
、
ネ
グ
ロ
ス
の
風
景
の
よ

う
に
一
面
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
支
配
者
に
よ
り
砂
糖
の
栽
培

が
強
制
さ
れ
て
き
た
歴
史
も
併
せ
て
、
マ
ス

コ
バ
ド
糖
の
産
地
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ネ

ロ
ス
か
ら
の
訪
問
は
、
喜
界
島
の
製
糖
工
場

の
製
造
ラ
イ
ン
を
実
際
に
見
て
、
ネ
グ
ロ
ス

の
工
場
の
改
善
に
生
か
す
こ
と
が
目
的
で
し

た
。

　

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
の
二
人
の
訪
問
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
っ
た
島
村
さ
ん
は
「
以
前
ネ
グ

ロ
ス
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
労
働
者
の
飢
餓
の
ニ
ュ

ー
ス
を
聞
い
て
遠
い
国
の
出
来
事
な
が
ら
心

が
痛
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
30
年
後
に

縁
あ
っ
て
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
製
糖
工
場
の
改

善
の
た
め
に
ネ
グ
ロ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
喜
界
島
に
戻
っ
て
、
し
ば
ら

く
の
間
涙
が
止
ま
ら
ず
、
人
び
と
の
た
め
に

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
ま
し

た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
村
さ
ん
を
は
じ
め
、
生
産
者
や
製
糖
工

場
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
搾
汁
装
置
の
調
整
方
法
や
、
改
善
の
た

め
の
機
器
の
デ
ザ
イ
ン
・
改
修
方
法
な
ど
、 

実
践
的
な
課
題
を
議
論
し
交
流
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

砂
糖
の
島
・
喜
界
島

　

喜
界
島
は
、
鹿
児
島
市
か
ら
は
南
南
西
に

３
８
０
㎞
、
奄
美
大
島
の
東
方
22
㎞
に
位
置

す
る
、
面
積
56
・
９
㎢
の
隆
起
珊
瑚
礁
で
で

き
た
平
坦
な
島
で
、
総
面
積
の
23
・
４
％
が

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
占
め
ら
れ
て
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
量
の
約
40
％
は
鹿

児
島
県
の
奄
美
群
島
と
種
子
島
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
喜
界
島
は
そ
の
15
％
に
当
た

る
約
７
万
５
０
０
０
ト
ン
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
製
糖
工
場
の
１
島
１
社

（
徳
之
島
の
み
２
工
場
）
の
体
制
が
し
か
れ
て
お

り
、
島
で
収
穫
さ
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
98
％

以
上
が
大
規
模
な
製
糖
工
場
で
原
料
糖（
分

蜜
糖
）
に
加
工
さ
れ
、
年
間
７
０
０
０
ト
ン

以
上
が
専
用
の
船
で
本
土
の
精
製
工
場
に
向

け
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
黒
糖

砂
糖
の
島・ネ
グ
ロ
ス
島
と

喜
界
島
が
出
会
っ
た

義
村
浩
司
／
よ
し
む
ら
・
ひ
ろ
し

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
支
援
本
部

砂
糖
が
、
２
０
１
７
年
３
月
に
は
１
３
０
０
ペ

ソ（
約
２
８
０
０
円
）
ま
で
下
落
し
て
し
ま
っ
た
。

清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
は
国
産
砂
糖
の
約
40
％

を
使
用
し
て
い
る
最
大
の
顧
客
で
あ
り
、
怒
り

の
矛
先
が
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
に
向
か
っ
た
形
だ
。

　

１
９
８
０
年
代
半
ば
の
砂
糖
危
機
の
要
因
の

一
つ
が
、
異
性
化
糖（
当
時
は
人
工
甘
味
料
と
表
現

さ
れ
て
い
た
）
の
普
及
に
よ
る
国
際
市
場
の
砂
糖

価
格
の
下
落
で
あ
っ
た
。
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
者
６
万
５
０
０
０
人
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
労
働
者
70
万
人
、
そ
し
て
製

糖
工
場
労
働
者
１
万
４
０
０
０
人
が
砂
糖
産
業

に
従
事
し
、
家
族
を
含
む
約
５
０
０
万
人
の
生

計
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
の
普
及
は
、

彼
ら
の
生
活
基
盤
を
直
接
脅
か
す
こ
と
に
つ
な

が
る
。
し
か
し
、
考
え
る
べ
き
課
題
は
、
２
０

１
５
年
問
題
に
せ
よ
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
輸
入
反
対
に

せ
よ
、
い
ま
だ
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
モ
ノ
ク
ロ
ッ

プ（
単
作
）
と
い
う
産
業
構
造
か
ら
脱
却
で
き
て

い
な
い
ネ
グ
ロ
ス
経
済
の
脆
弱
性
で
あ
ろ
う
。

異
性
化
糖
と
健
康
被
害　

異
性
化
糖
を
め
ぐ

る
も
う
一
つ
の
懸
念

は
、
健
康
被
害
と
の

関
連
で
あ
る
。
果
糖

の
含
有
量
に
よ
っ
て

「
果
糖
ブ
ド
ウ
糖
液

糖
」や「
ブ
ド
ウ
糖
果

糖
液
糖
」
と
呼
ば
れ

る
異
性
化
糖
は
、
工

業
的
に
作
ら
れ
た
糖

で
あ
る
。
異
性
化
糖
を
製
造
す
る
技
術
は
、
１

９
６
０
年
代
後
半
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等
を
原
料
と

し
て
日
本
で
開
発
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、

キ
ュ
ー
バ
革
命
で
砂
糖
が
入
手
し
づ
ら
く
な
っ

た
対
策
と
し
て
、
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
が
こ

の
技
術
に
注
目
し
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
か
ら
作

る
異
性
化
糖
が
１
９
７
０
年
代
か
ら
急
速
に
普

及
し
た
。
異
性
化
糖
は
砂
糖
に
比
べ
て
安
価

（
約
７
割
）
で
、
冷
た
く
す
る
と
甘
さ
が
砂
糖
よ

り
強
く
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
清
涼
飲
料
水
を
は

じ
め
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
シ
リ
ア
ル
、
ジ
ャ
ム
、

パ
ン
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
広
範
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
異
性
化
糖

は
糖
尿
病
や
肥
満
、
心
臓
病
の
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
１
９
９
６
年
、
遺
伝
子

組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
商
業
栽
培
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
の
原
料
と
な
る
コ
ー
ン

シ
ロ
ッ
プ
は
ほ
と
ん
ど
が
遺
伝
子
組
み
換
え
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
含
ま
れ

て
い
る
Ｂ
ｔ
毒
素
は
腸
の
失
調
、
自
閉
症
、
認

知
症
、
心
臓
病
や
ガ
ン
な
ど
の
原
因
と
な
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

異
性
化
糖
の
問
題
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
日

本
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
で
も
異
性
化
糖

は
多
く
の
食
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
は
、
異
性
化
糖
が
含
ま

れ
て
い
る
清
涼
飲
料
水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

乳
酸
菌
飲
料
、
果
汁
飲
料（
果
汁
１
０
０
％
を
除

く
）
な
ど
の
ド
リ
ン
ク
類
、
菓
子
パ
ン
や
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
、
と
り
わ
け
若
者
や
子
ど
も
が
よ

く
食
べ
る
食
品
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
懸

念
さ
れ
る
。
甘
味
料
に
占
め
る
異
性
化
糖
の
割

合
は
、
こ
こ
数
年
30
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

80
年
代
に
砂
糖
危
機
の
一
因
と
な
っ
た
異
性

化
糖
は
、
30
年
た
っ
た
今
、
ネ
グ
ロ
ス
を
始
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
砂
糖
産
業
に
従
事
す
る
人
び
と

と
そ
の
家
族
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
「
第
２
の
砂

糖
危
機
」
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
し
て
、
環

境
を
破
壊
し
て
作
ら
れ
る
遺
伝
子
組
み
換
え
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
と
し
た
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
は
国
境

を
越
え
て
人
び
と
に
健
康
被
害
を
も
た
ら
そ
う

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
負
の

連
鎖
を
、
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

近
年
、
経
済
成
長
が
目
覚
ま
し
い
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
、
都
市
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
食

習
慣
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ネ
グ
ロ
ス
島

最
大
の
都
市
で
あ
る
バ
コ
ロ
ド
市
で
は
、
街
中

や
郊
外
に
大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ

ー
が
続
々
と
出
現
し
て
い
る
。
24
時
間
営
業
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
も
急
速
に
増
え
た
。

か
つ
て
は
地
元
の
農
産
物
が
安
価
に
入
手
で
き

る
と
人
気
が
あ
っ
た
公
共
市
場
は
寂
れ
、
代
わ

っ
て
き
れ
い
で
見
栄
え
の
よ
い
食
材
を
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
購
入
す
る
消
費
者
が
増

え
て
い
る
。
こ
こ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
、

大
手
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
や
食
品
メ
ー
カ
ー
が

扱
う
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
や
冷
凍
品
、
輸
入
食

材
が
中
心
で
あ
る
。
こ
う
し
た
消
費
行
動
の
変

化
は
地
元
の
小
農
民
の
生
計
を
圧
迫
し
、
消
費

者
の
健
康
を
脅
か
す
恐
れ
が
高
い
。

　

こ
う
し
た
生
産
者
や
消
費
者
を
取
り
巻
く
現

状
に
抗
し
て
、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
社（
Ａ
Ｔ

Ｃ
）
は
オ
ル
タ
ー
ト
レ
ー
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
社

（
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
）
に
再
編
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ス

コ
バ
ド
糖
と
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
輸
出
事
業

に
加
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
食
べ
も
の
の

小
売
り
事
業
に
乗
り
出
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

マ
ス
コ
バ
ド
糖
用
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
バ
ラ
ン
ゴ
ン

バ
ナ
ナ
の
産
地
で
は
、
作
物
の
多
様
化
、
家
畜

を
組
み
入
れ
た
有
機
複
合
農
業
、
自
前
の
食
品

グ
ロ
ス
と
の
共
通
点
も
多
い
喜
界
島
で
、
ネ

グ
ロ
ス
の
人
び
と
と
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。

製
造
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て

　

２
０
１
６
年
10
月
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
民

衆
交
易
に
取
り
組
む
生
協
の
ひ
と
つ
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
引
き
合
わ
せ
で
、
喜
界

島
の
製
糖
工
場
で
働
く
島
村
克
広
さ
ん
や
鹿

児
島
の
製
糖
機
械
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
の
皆

さ
ん
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
汁
率
の
改
善
を
は

じ
め
、
製
造
技
術
の
向
上
の
た
め
に
ネ
グ
ロ

ス
に
あ
る
マ
ス
コ
バ
ド
糖
製
糖
工
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
今
回
の
ネ
グ

加
工
を
進
め
る
「
持
続
的
な
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ

ー
的
村
」（
Ｓ
Ａ
Ｖ
ｅ
）
の
展
開
が
始
ま
っ
た
。
そ

こ
で
で
き
た
農
産
物
の
買
い
手
と
し
て
、
都
市

の
消
費
者
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
事
業
が
有
機

農
産
物
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、〝the BO

X

〞（Bio-
O
rganic eX

change

）
で
あ
る
。
ネ
グ
ロ
ス
島
内

の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
用
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
バ
ラ
ン
ゴ

ン
バ
ナ
ナ
の
産
地
、
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル

ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｋ
Ｆ‒

Ｒ
Ｃ
）、
契
約
農
家

が
生
産
す
る
米
、
野
菜
、
果
物
、
豚
肉
・
鶏
肉

な
ど
が
、 

定
期
的
に
職
場
や
家
庭
ま
で
届
け
ら

れ
る
仕
組
み
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
者
は
安

定
し
た
販
売
先
が
確
保
で
き
、
消
費
者
は
地
場

産
の
素
性
の
わ
か
っ
た
安
全
・
安
心
な
農
産
物

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
録
者
は
ま
だ

１
０
０
余
名
、
規
模
は
小
さ
い
が
、
日
本
で
生

協
な
ど
の
消
費
者
グ
ル
ー
プ
や
有
機
農
家
グ
ル

ー
プ
ら
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
産
消
提
携
、

地
産
地
消
の
実
践
が
、
ネ
グ
ロ
ス
連
帯
か
ら
30

年
に
し
て
よ
う
や
く
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

組
織
再
編
に
伴
い
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
は
「
リ
ア
ル

フ
ー
ド
」、
す
な
わ
ち
「
ほ
ん
も
の
の
食
」
運

動
の
推
進
と
い
う
新
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）

を
掲
げ
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
絞
っ
た
ジ
ュ
ー
ス

を
煮
詰
め
た
だ
け
の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
は
、
ま
さ

に
「
リ
ア
ル
フ
ー
ド
」
で
あ
る
。
ミ
ネ
ラ
ル
分

に
富
み
、
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
が
、
日
本
で
も

長
年
多
く
の
消
費
者
に
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
化
学
的
に
合
成
さ
れ
て
で
き
た
異
性
化
糖

は
そ
の
対
極
に
あ
る
「
フ
ェ
イ
ク
フ
ー
ド（
に

せ
も
の
の
食
）」
で
あ
る
。
国
境
を
越
え
て
、ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
が
暮
ら
す
地
域
で「
ほ
ん
も
の
の
食
」

を
生
産
し
、
選
び
、
消
費
す
る
運
動
を
進
め
る

こ
と
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
30
年
の
出
発
点

に
今
、
立
っ
て
い
る
。
■

マスコバド糖出荷量の推移（1996～2016年）

総出荷量
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その内
日本向け

マスコバド糖販売先の国別割合
（2016年）

韓国
18.2％

その他 1.8％

フィリピン
17.6％

日本
9.0％

スイス
11.1％

フランス
14.9％

ドイツ
27.4％

総出荷量
1,288.962t

2017年3月20日コカ・コーラ工場前のデモ
「HFCSはいらない！」。

the BOX 買付け風景。

M a s c o b a d o  S u g a r    3 0 t h  A n n i v e r s a r y



2017.08.01   HALINA 37 08HALINA 37   2017.08.0109

　世界各国どこでも若者が集ま
れば盛り上がるのが恋愛話 !?

　2017年４月、フィリピンと
ラオスの若手農民が交流のため
に東ティモールを訪れた際に
も、現在恋人のいないネグロス
のジョネルに対して、東ティモ
ールの仲間から「結婚相手を見
つけるために東ティモールに残ればいいよ！」、「（東ティモール
農民で同じく恋人のいない）マルクスと交換しよう！」と愛のあ
るからかいの言葉が投げかけられる場面も。ジョネルも「東ティ
モールは美人が多い。残ってもよいかも……」と満更ではない模

ジョネルの恋人探し!?
寺田俊／てらだ・しゅん
APLA事務局

農民交流に参加するジョネル。

マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
産
地
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ダ
マ
農
園
は
、
も
と
も
と
１
９
７

３
年
に
地
主
ダ
マ
・
チ
ュ
ウ
に
よ
っ
て
開
か

れ
、
ネ
グ
ロ
ス
北
部
や
南
部
、
パ
ナ
イ
島
の

ア
ン
テ
ィ
ケ
州
な
ど
か
ら
労
働
者
が
集
め
ら

れ
て
荒
地
の
開
拓
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
農

園
労
働
者
の
仕
事
は
、
８
月
〜
５
月
に
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
刈
り
取
り
と
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み

込
み
、
次
の
作
付
け
や
草
取
り
、
肥
料
ま
き

で
し
た
。
80
年
代
半
ば
に
起
こ
っ
た
「
砂
糖

危
機
」
の
時
に
は
、
ダ
マ
農
園
は
閉
鎖
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
労
働
者
の
状
況
は

厳
し
く
な
り
、
状
況
改
善
を
要
求
す
る
労
働

者
に
対
し
て
、
地
主
は
暴
力
を
使
っ
て
脅
迫

し
て
き
ま
し
た
。
88
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

が
包
括
的
農
地
改
革
法（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｌ
）
を
施
行

す
る
と
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
付
地
も
農
地
改
革

認
定
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
定
を
取
得
し
て

い
ま
す
。

自
立
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み

　

ダ
マ
農
園
の
生
産
者
た
ち
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
に
加

え
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
立
に
つ
い
て
自

分
た
ち
で
話
し
合
い
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
計
画
」
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
以
外
に
米
の
生
産
に
取
り
組
み
、

今
で
は
メ
ン
バ
ー
の
家
族
分
は
自
給
し
、
余

剰
分
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
や
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
つ
な
げ
て
、
野
菜
づ
く
り
、
養

鶏
、
精
米
所
、
養
殖
、
有
機
堆
肥
づ
く
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ダ
マ
生
産
者
協
会
委
員
長
の
ダ
ニ
エ
ル
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
自
分

た
ち
の
力
を
つ
け
て
い
く
道
に
は
、
か
つ
て

の
ダ
マ
農
園
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
石
が
ご

ろ
ご
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
仲
間

の
力
を
結
集
し
て
少
し
ず
つ
そ
の
石
を
取
り

除
い
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
長
い
道
の
り

で
す
が
、
私
た
ち
は
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、

こ
の
旅
を
続
け
て
い
き
ま
す
」。
■

の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
ダ
マ
農
園

の
地
主
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
代
わ
り

に
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の

生
産
へ
と
切
り
替
え
、
農
地
改
革
か
ら
逃
れ

よ
う
と
し
ま
し
た
。
地
主
か
ら
の
暴
力
に
対

し
て
、
労
働
者
た
ち
は
辛
抱
強
く
、
法
律
に

の
っ
と
っ
た
裁
判
所
で
の
闘
争
に
徹
し
ま
し

た
。

自
分
た
ち
の
た
め
の
生
産
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

　

２
０
０
３
年
、
農
地
改
革
の
も
と
、
元
労

働
者
た
ち
は
、
78
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
手

に
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
た
め
に
土
地
を

耕
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
元
労
働
者
た
ち
は
、

作
付
け
計
画
を
つ
く
り
、
メ
ン
バ
ー
が
２
２

０
ペ
ソ
ず
つ
出
し
合
っ
て
初
め
て
の
作
付
け

が
実
現
し
ま
し
た
。
同
年
、
オ
ル
タ
ー
・
ト

レ
ー
ド
社（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）
と
出
会
い
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
が

進
め
て
い
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
有
機
栽
培
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、
翌
04
年
に
マ
ス
コ
バ

ド
糖
用
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
出

荷
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
売
上
は
す
べ
て
生
産
者

た
ち
の
も
の
と
な
り
、
地
主
か
ら
解
放
さ
れ

た
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。
07
年
に
は
有
機

の
製
造
は
家
内
工
業
的
に
小
規
模
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

砂
糖
地
獄

　

喜
界
島
で
は
、
９
〜
15
世
紀
に
か
け
て
大

陸
と
の
交
易
を
営
む
南
西
諸
島
最
大
規
模
の

集
落
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
１

４
４
６
年
に
琉
球
王
国
に
よ
り
征
服
さ
れ
、

１
６
０
９
年
に
島
津
氏
に
よ
る
奄
美
諸
島
・

琉
球
侵
略
に
よ
り
薩
摩
藩
の
支
配
下
と
な
り

ま
し
た
。
１
５
９
６
〜
１
６
１
５
年
頃
に
中

国
福
建
省
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
持
ち
込
ま
れ
、

そ
の
後
１
６
９
０
年
頃
に
琉
球
よ
り
栽
培
方

法
や
砂
糖
の
製
造
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
６
９
５
年
に
は
藩
の
管

理
下
で
、
島
の
代
官
所
に
「
黍き
び

検け
ん

者し
ゃ

」
が
配

置
さ
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
単
一
栽
培
と
砂
糖

へ
の
経
済
の
依
存
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

薩
摩
藩
は
侵
略
当
初
、
自
立
小
農
民
の
育

成
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幕
府
の
命
に
よ

る
木
曽
川
の
治
水
工
事
や
藩
主
の
乱
費
に
よ

る
財
政
難
が
続
く
な
か
、
高
値
で
取
引
さ
れ

る
黒
糖
に
目
を
つ
け
、
年
貢
米
を
砂
糖
に
変

え
る
「
換
糖
上
納
制
」
の
導
入（
１
７
４
５
年
）

や
、
砂
糖
の
専
売
制
度
「
砂
糖
総
買
い
入
れ

制
」
を
導
入（
１
７
７
７
年
）
し
、
黒
糖
を
全

て
藩
に
上
納
さ
せ
る
取
り
立
て
の
仕
組
み
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
下
、
喜
界

島
・
奄
美
大
島
・
徳
之
島
の
三
島
民
に
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
栽
培
を
強
制
し
て
砂
糖
を
製
造
さ

せ
、
年
貢
と
し
て
上
納
し
た
砂
糖
の
残
り
の

黒
糖
の
販
売
も
禁
止
し
、
藩
が
全
て
買
い
上

げ
、
島
民
に
は
そ
の
対
価
を
金
銭
で
な
く
米

や
日
用
品
で
支
給
し
ま
し
た
。
島
民
に
不
利

な
換
算
率
や
、
役
人
に
よ
る
支
給
の
ご
ま
か

１
８
７
８
年
の
島
民
に
よ
る
「
自
由
売
買
の

為
の
抵
抗
運
動
」
に
よ
り
、
島
役
人
と
黒
糖

の
専
売
契
約
を
結
ん
だ
「
大
島
商
社
」
が
解

体
す
る
ま
で
、
黒
糖
の
独
占
が
続
き
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
、
欧
米
諸
国
の
植
民
地
で
製
造

さ
れ
た
砂
糖（
分
蜜
糖
）
が
日
本
に
も
輸
入
さ

れ
、
国
内
で
も
分
蜜
糖
の
製
造
が
始
ま
り
ま

し
た
。
戦
後
は
輸
入
品
と
の
価
格
差
を
埋
め

て
国
内
産
の
砂
糖
を
保
護
す
る
為
に
、
糖
価

安
定
法
や
甘
味
資
源
法
が
制
定
さ
れ
、
島
々

に
国
策
・
大
手
資
本
に
よ
る
製
糖
工
場
が
建

設
さ
れ
、
工
場
に
納
入
す
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

栽
培
が
奨
励
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
に
向
け
て

　

か
つ
て
最
終
製
品
の
黒
糖
ま
で
の
製
造
を

担
っ
て
き
た
喜
界
島
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
者

の
多
く
は
、
一
次
原
料
と
し
て
大
手
製
糖
工

場
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
納
め
る
こ
と
で
、
大
規

模
な
砂
糖
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
部
を

担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
島
内
に
は
、
今
で

も
小
規
模
な
製
糖
工
場
が
残
っ
て
お
り
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
生
産
者
が
伝
統
的
な
手
法
で
最
終

製
品
の
黒
糖
ま
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
の
二
人
も
、
島
村
さ
ん
の

工
房
で
か
つ
て
ネ
グ
ロ
ス
で
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
黒
糖
の
手
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
手
で
一
本
一
本
刈
り
取
り
、

先
端
の
部
分
を
切
り
落
と
し
、
そ
の
日
の
う

ち
に
工
房
に
運
び
込
み
、
絞
り
た
て
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
を
グ
ツ
グ
ツ
と
煮
詰
め
て
、

あ
く
を
丁
寧
に
取
り
除
き
、
最
後
に
結
晶
化

さ
せ
る
と
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖
よ
り
も
さ
ら
に

淡
い
色
の
や
わ
ら
か
な
風
味
の
黒
糖
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
製
造
過
程
を
経
験
し
、

し
も
多
く
、
生
産
者
は
二
重
、
三
重
に
搾
取

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

不
作
や
、
病
気
な
ど
で
課
せ
ら
れ
た
年
貢

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
産
者
の
多
く

は
、
裕
福
な
大
農
家
か
ら
黒
糖
を
借
り
て
年

貢
を
納
め
ま
し
た
が
、
債
務
を
返
す
こ
と
が

で
き
ず
、
豪
農
に
土
地
を
差
し
出
し
身
売
り

を
し
て
家ヤ

ン

人チ
ュ

と
呼
ば
れ
る
債
務
奴
隷
と
な
り

ま
し
た
。
藩
が
大
農
家
へ
氏
族
身
分
を
付
与

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
数
の
家
人
を
有
す
る

大
農
家
に
よ
る
富
の
拡
大
再
生
産
と
島
民
の

代
理
支
配
と
い
う
構
図
が
作
り
出
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

五
百
万
両
と
い
う
莫
大
な
債
務
を
抱
え
て

い
た
藩
は
「
天
保
改
革
」
と
呼
ば
れ
る
財
政

再
建
策
の
も
と
、
三
島
か
ら
の
黒
糖
の
取
り

立
て
を
さ
ら
に
強
化
し
、
三
島
で
は
「
ソ
テ

ツ
地
獄
」
と
呼
ば
れ
る
飢
餓
が
繰
り
返
し
起

こ
り
、
徳
之
島
で
は
一
度
に
３
０
０
０
人
が

餓
死
す
る
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

１
８
６
８
年
の
明
治
維
新
に
よ
り
薩
摩
藩

に
よ
る
圧
政
は
終
わ
り
、
１
８
７
３
年
に
大

蔵
省
か
ら
黒
糖
自
由
売
買
の
通
達
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
生
産
者
の
窮
状
は
変
わ
ら
ず
、

土
を
大
切
に
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
丁
寧
に
手

刈
り
し
、
新
鮮
な
う
ち
に
煮
詰
め
て
つ
く
っ

て
い
る
マ
ス
コ
バ
ド
糖
が
お
い
し
い
理
由
が

改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　

黒
糖
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
ジ
ュ
ー
ス
の
成
分

を
そ
の
ま
ま
煮
詰
め
る
た
め（
精
製
し
な
い
の

で
）、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
品
種
や
土
、
鮮
度
の

影
響
が
も
ろ
に
出
る
の
で
誤
魔
化
し
が
効
か

な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
品

種
や
収
穫
の
時
期
に
よ
っ
て
も
含
ま
れ
る
糖

の
組
成
や
微
量
成
分
の
含
量
が
異
な
り
、
味

が
変
わ
る
そ
う
で
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
滋
味
が
濃
縮
さ
れ
た
黒
糖

は
オ
リ
ゴ
糖
を
含
む
様
々
な
糖
類
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
含
ま
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
品
と

し
て
も
見
直
さ
れ
て
お
り
、島
で
作
ら
れ
た

黒
糖
は
、
病
院
で
の
食
事
療
法
へ
使
用
さ
れ

る
な
ど
新
た
な
用
途
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
グ
ロ
ス
の
生
産
者
の
村
々
に
は
、
今
で

も
古
い
製
糖
工
房
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
さ
ん
は
生
産
者
と
と
も
に
い
つ

か
村
で
自
分
た
ち
で
砂
糖
を
作
り
販
売
す
る

こ
と
を
思
い
描
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

伝
統
的
な
黒
糖
を
は
じ
め
、
品
種
や
製
法

に
こ
だ
わ
っ
た
付
加
価
値
の
高
い
黒
糖
や
加

工
品
を
作
る
た
め
、
小
さ
な
黒
糖
工
房
で
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
る
喜
界
島
の
生

産
者
の
方
々
と
、
30
年
に
渡
り
人
び
と
の
た

め
の
砂
糖
作
り
を
続
け
て
き
た
ネ
グ
ロ
ス
の

マ
ス
コ
バ
ド
糖
生
産
者
た
ち
の
出
会
い
か
ら
、

色
ん
な
夢
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
喜
界
島

の
訪
問
を
経
て
、
ネ
グ
ロ
ス
と
喜
界
島
の
人

び
と
と
の
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
新
た
な
取
り
組

み
に
向
け
た
協
働
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
■

様でした。
　閑話休題。人びとが集まり音楽がなりだせば、自然と輪になり
踊り出す。東南アジアの国々ではよくあることです。東ティモー
ルでは、それを「テベ」と呼び、精神的なつながりを深める大切
な方法です。コーヒー産地の村を訪問したフィリピンとラオスの
農民たちも、村の人に迎え入れられて「テベ」を踏むことに。手
を取り合い、みんなで大きな輪を作って、大地を踏みならします。
盛り上がってくると、一人が輪の中央に飛び出して、自分の踊り
を披露します。満足したら次の人へバトンタッチ。もちろんラオ
スとフィリピンの農民にも順番は回ってきます。見様見真似で中
央に出て、ひと踊りして次の人と交代します。そしてジョネルの
番がやってきました。実は、極度の恥ずかしがり屋のジョネル。
人前で何かをすることが苦手な彼は「やだやだー」と言って、し
まいには輪から飛び出して、走って逃げてしまいました。その時、
東ティモールのお母さんたちから一言。「こりゃ、ここでは恋人
は見つけられないわ……」。

マ
ス
コ
バ
ド
糖
生
産
者
の

自
立
へ
の
旅
路

─
ダ
マ
農
園
の
場
合

幕
田
恵
美
子
／
ま
く
た
・
え
み
こ

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
広
報
本
部ダマ農園の生産者協会DAFWARBAによる米

の脱穀作業。

ダマ農園の養殖池にて。

ダニエル委員長。

〈写真上〉
島村さん、お世話になった工房の皆さんと。

前列左から2人目がスティーブさん。
後列右がアイクさん。

〈写真下〉
喜界島のサトウキビ畑。

【参考文献】
公益社団法人鹿児島県糖業振興協会（2016）『鹿児島県における平成27年産サ
トウキビの生産状況および実績について』　
名越譲（2009）『奄美の債務奴隷ヤンチュ』株式会社南方出版社
原井一郎（2005）『苦い砂糖　丸田南里と奄美自由解放運動』高城書房
弓削政己（2009）「奄美諸島歴史入門」、『ホライゾンVol.30』ホライゾン編集室
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第
６
章
に
続
き
、「
国
際
家
族
農
業
年

（
Ｉ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
）」
そ
の
2
で
す
。
家
族
農
業
の

可
能
性
を
再
評
価
し
、
支
援
す
る
た
め
の

国
際
的
な
啓
発
活
動
２
０
１
４
年
の
Ｉ

Ｙ
Ｆ
Ｆ
後
も
、成
果
を
さ
ら
に
広
げ
る
た

め
に
、
世
界
各
国
・
地
域
で
は
、
国
連
総

会
で
10
年
間
延
長
の
採
択
を
求
め
る
「
Ｉ

Ｙ
Ｆ
Ｆ
＋
10
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
続
い
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
２
０
１
７
年
６
月

に
「
家
族
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｊ
（Fam

ily Farm
ing N

etw
ork 

Japan

）」
と
い
う
新
し
い
サ
ポ
ー
ト
組
織

を
設
立
し
、「
じ
ね
ん
道
」
も
夫
婦
で
呼

び
か
け
人
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
ゆ
る
人
の
暮
ら
し
に
深
く
関
連
す

る
＂
農
＂
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
機

と
表
裏
一
体
で
す
。私
た
ち
の
先
生
、自
然

農
法
の
創
始
者
・
福
岡
正
信
さ
ん
は
、
１

９
８
８
年
に
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
「
マ

グ
サ
イ
サ
イ
賞
」
を
「
世
界
中
の
小
農
民

　
無
職
で
ひ
き
こ
も
り
、
長
年
親お

や

許も
と

で
ひ

た
す
ら
だ
ら
し
な
い
生
活
を
送
る
斎
藤
一い
ち

子こ
（
32
歳
）。
妹
と
大
ゲ
ン
カ
の
末
、
つ
い
に

実
家
を
追
い
出
さ
れ
る
。
や
む
な
く
初
め

て
の
一
人
暮
ら
し
。
そ
し
て
百
円
均
一
の

コ
ン
ビ
ニ
で
深
夜
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
就
く
。

そ
ん
な
一
子
が
ボ
ク
シ
ン
グ
に
出
会
い
、

次
第
に
戦
う
女
に
変
貌
し
て
い
く
⋮
。

　
主
役
の
ス
ー
パ
ー
ダ
メ
人
間
・
一
子
の

覚
醒
と
成
長
、
挑
戦
の
物
語
は
楽
し
い
が

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
彼
女
が
働
く
百

均
コ
ン
ビ
ニ
店
の
店
長
の
男
。
店
長
と
い

っ
て
も
店
の
オ
ー
ナ
ー
で
は
な
く
、
コ
ン

ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る
会
社
の
社
員
。

典
型
的
な
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
で
あ
る
。

　
店
で
働
く
正
社
員
は
た
だ
一
人
。
慢
性

的
な
人
手
不
足
、
し
ょ
う
も
な
い
ア
ル
バ

イ
ト
従
業
員
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
客
、
会

社
か
ら
の
圧
力
⋮
、
ゆ
え
に
長
時
間
＆
過

重
労
働
、
極
度
の
寝
不
足
。
就
労
環
境
は

劣
悪
で
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
は
凄
ま
じ
い
。

　
最
初
の
店
長
は
つ
い
に
鬱
病
を
患
い
、

倒
れ
、
そ
の
挙
句
ク
ビ（
＝
使
い
棄
て
）。
次

の
店
長
（
推
定
30
歳
代
後
半
・
男
）
も
消
耗
し

て
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
。
神
経
は
さ
さ
く

達
に
、
自
然
農
法
が
、
現
代
の
商
業
活
動

と
そ
の
有
害
な
結
果
に
対
し
、
実
用
的
か

つ
環
境
に
対
し
安
全
で
、
恵
み
豊
か
な
代

案
を
提
供
す
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
」

と
い
う
理
由
に
よ
り
「
公
共
奉
仕
部
門
」

で
受
賞
し
、
百
姓
の
重
要
性
を
証
明
し
ま

し
た
。
こ
の
５
月
、
福
岡
さ
ん
が
１
９
５

８
年
に
書
か
れ
た
処
女
作
『
百
姓
夜
話
　

自
然
農
法
の
道
』（
春
秋
社
）
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
独
立
の
父
、
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
は
「
平
和
へ
の
道
は
な
い
。
平

和
こ
そ
が
道
な
の
だ
」
と
説
き
ま
し
た
。

本
書
は
「
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ

に
い
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
」︽
自
然
農
法
へ
の
道
は
な
い
。
自
然
農

法
こ
そ
が
道
な
の
だ
︾
と
問
い
か
け
ま
す
。

搾
取
と
略
奪
で
は
な
く
、「
非
暴
力
農
法
」

に
よ
る
自
然
に
沿
っ
た
働
き
方・暮
ら
し
方

の
変
革
が
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標（SD

G
s

：

２
０
１
６
～
30
年
）の
中
で
も
、家
族
農
業
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。「
家
族
農
」
の
あ
り
方
は
、
農
業

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
、
社
会
、

地
球
環
境
の
関
係
性
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ

る
現
代
社
会
の
希
薄
化
に
も
通
じ
て
い
ま

す
。
現
在
と
将
来
の
世
代
の
た
め
に
、
生

き
方
の
ベ
ー
ス
に
農
を
置
く
＂
農
的
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
＂
を
「
新
し
い
家
族

農
」の
可
能
性
と
し
て
、私
た
ち
は
夫
婦
で

子
ど
も
た
ち
と
共
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

れ
だ
ち
、
目
は
う
つ
ろ
。
常
に
ブ
ツ
ブ
ツ

独
り
言（
愚
痴
、
不
満
）
を
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
働
い
て
い
る
。
傍
目
か
ら
見
れ
ば
、
そ

ん
な
と
こ
辞
め
れ
ば
い
い
の
に
⋮
と
思
う

が
、
彼
は
辞
め
な
い
、
辞
め
ら
れ
な
い
。

　
就
職
氷
河
期
世
代
の
こ
の
男
は
正
社
員

の
職
を
得
る
た
め
の
苦
渋
を
嫌
と
い
う
ほ

ど
体
験
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
30
代

半
ば
を
過
ぎ
る
と
よ
ほ
ど
の
知
識
や
技
術
、

も
し
く
は
有
力
な
コ
ネ
が
な
い
限
り
よ
り

良
い
転
職
は
さ
ら
に
難
し
い
。
彼
に
は
妻

と
子
ど
も
も
い
る
。「
男
の
沽
券
」
も
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
と
も
な
思
考
が
壊
れ
て
い

る（
壊
さ
れ
て
い
る
）
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
会
社
は
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
正

社
員
身
分
を
エ
サ
に
非
人
道
的
で
無
茶
な

働
き
方
を
強
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
長
時
間
過
重
労
働
の
み
な
ら
ず
低
い
労

働
生
産
性
、
低
賃
金
、
身
分
格
差
、
種
々

の
差
別（
性
差
別
、
年
齢
差
別
等
々
）
⋮
、
日

本
の
雇
用
・
労
働
を
取
り
巻
く
諸
々
の
問

題
は
歪
ん
だ
雇
用
制
度
が
元
凶
で
、
労
働

慣
習（
労
働
者
の
意
識
）が
そ
れ
を
補
完
す
る
。

　
だ
が
、
そ
ん
な
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
低
経
済
成
長
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少

子
高
齢
化（
＝
人
口
減
少
）、
空
前
の
人
手
不

足
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
依
存
度
の
拡
大
、

Ａ人
工
知
能Ｉ

の
進
化
⋮
、
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
変

革
は
不
可
避
か
つ
不
可
逆
で
あ
る
。

　
変
化
を
恐
れ
、
正
社
員
の
既
得
権
益
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

ダ
メ
女
は
覚
醒
、変
貌
し
た
が
…

「じねん道」実践中の「農的ワークライフバランス」
は、家庭で自給自足を心掛け、仕事と生活、家族、自
然（命あるもの）との距離を縮め、縦横無尽に協力
しあえる関係性を大切にする、究極の働き方改革で
す。（『のらのら』農文協提供・松久章子さん撮影）

重政栄一郎／しげまさ・えいいちろう
エディトリアル・デザイナー
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第
7
章
「
家
族
農
た
と
え
小
さ
く
見
ゆ
る
と
も
世
界
の
未
来
今
こ
こ
に
あ
る
」

―
農
的
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス「
新
し
い
家
族
農
」の
可
能
性

斎藤博嗣＆裕子／さいとう・ひろつぐ＆ゆうこ
一反百姓「じねん道」

※
一
反
百
姓「
じ
ね
ん
道
」の
自
家
採
種
の
タ
ネ
は
、AP

LA
 S

H
O

P

で
購
入
で
き
ま
す
。

１
９
９
４
年
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー

ド
社（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）
に
入
社
し
て
最

初
の
仕
事
が
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
原
料
管

理
で
し
た
。
長
年
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の

仕
事
を
し
て
き
た
ウ
ヤ
師
匠

と
一
緒
に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
品
種
、
熟
度
、
手
入
れ
、

管
理
作
業
に
関
す
る
基
準

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
し
い
マ
ス
コ
バ
ド
糖

製
糖
工
場（
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）
が
で
き
て
、
97

年
に
工
場
の
管
理
責
任
者
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
工
場
労
働
者
は
主
に
軍
事

化
の
犠
牲
者
や
労
働
組
合
員
・
農
民
活

動
家
た
ち
で
、
物
申
す
彼
ら
を
ま
と
め

な
が
ら
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
製
造
工
程
を

標
準
化
す
る
仕
事
は
な
か
な
か
大
変
な

こ
と
で
し
た
。
99
年
に
、
マ
ス
コ
バ
ド

糖
品
質
管
理
部
長
と
な
り
、
ま
ず
は
マ

ス
コ
バ
ド
糖
の
製
造
工
程
を
化
学
的
に

分
析
で
き
る
よ
う
に
検
査
室
の
設
置
を

し
ま
し
た
。

品
質
ク
レ
ー
ム
に
向
き
合
っ
て

　

日
本
の
消
費
者
か
ら
様
々
な
ク
レ
ー

ム
が
届
き
ま
す
が
、
消
費
者
に
は
品
質

や
食
品
の
安
全
を
要
求
す
る
権
利
が
あ

り
、
生
産
者
は
そ
れ
に
応
え
る
義
務
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
改
善

の
努
力
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

同
じ
ク
レ
ー
ム
が
続
く
と
も
ど
か
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
予
算
が
な
く
て

す
ぐ
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
り
、
品
質

に
関
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
文
化
的
な

捉
え
方
が
あ
っ
た
り
と
、
理
由
は
様
々

の
最
初
の
協
力
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
ど
こ
に
で
も
現
れ
る
ヤ
モ
リ
問
題

の
解
決
策
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
で

す
。
ヤ
モ
リ
が
入
っ
て
き
そ
う
な
入
口

は
す
べ
て
封
鎖
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
井
に
貼
り
付
い
て
い
る
の
で
す
。
最

終
的
に
は
釜
と
乾
燥
台
の
上
部
に
布
を

張
り
ま
し
た
。
ヤ
モ
リ
が
誤
っ
て
天
井

か
ら
落
ち
た
場
合
に
、
マ
ス
コ
バ
ド
糖

に
混
入
す
る
の
を
防
ぐ
最
後
の
砦
と
し

た
の
で
す（
現
在
は
閉
鎖
型
釜
の
使
用
と
乾

燥
室
の
密
閉
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
）。
針

金
が
混
入
し
た
時
に
は
「
篩
を
針
金
で

は
な
く
細
か
い
穴
の
空
い
た
板
で
作
っ

た
ら
ど
う
だ
」
と
い
う
生
協
職
員
の
発

な
の
で
す
が
…
…
。
し
か
し
な
が
ら
、

オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ａ

Ｔ
Ｊ
）
の
ス
タ
ッ
フ
や
生
協
、
メ
ー
カ

ー
関
係
者
が
工
場
に
来
て
一
緒
に
解
決

策
を
考
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
品
質
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

消
費
者
と
と
も
に
…
…

　

生
協
の
組
合
員
が
コ
ー
ヒ
ー
に
マ

ス
コ
バ
ド
糖
を
入
れ
て
飲
ん
だ
と
こ

ろ
、
カ
ッ
プ
の
底
に
何
か
残
る
と
調
べ

て
み
る
と
、
異
物
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
判
明
。
生
協
か
ら
網
戸
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
の
が
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら

想
に
は
感
服
し
た
も
の
で
す
。
最
近
も
、

日
本
の
喜
界
島
の
小
規
模
製
糖
工
場
と

の
交
流
を
経
て
、
多
く
を
学
び
な
が
ら
、

更
な
る
改
善
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
マ
ス

コ
バ
ド
糖
を
食
べ
る
と
き
に
想
い
起
こ

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
飢
餓
の
子
ど
も
を
抱
え
た
力
の
な
い

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
園
労
働
者
が
、
自
分
た

ち
で
耕
せ
る
土
地
を
得
て
、
そ
こ
で
生

き
る
た
め
の
力
を
つ
け
て
き
た
。
そ
れ

を
マ
ス
コ
バ
ド
糖
と
い
う
形
で
日
本
の

皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
物

語
」
な
の
で
す
。
■

マスコバド糖が日本に届きはじめた30年前、「商品」と呼べるものではなかったとは、当時
の語り草になっています。しかし、今や品質面、製造管理面において、認証を取得したり表
彰されるほどに成長しました。それは「日本の消費者との二人三脚の成果」と語るのは、現
マスコバド糖製糖工場長のスティーブ・リガホンさん。30年間の品質改善の歩みを伺いま
した。（聞き手・まとめ：幕田恵美子／まくた・えみこ　ATJ広報本部）

マスコバド糖製糖工場長

アーネル・リガホンさん（愛称スティーブ）
Arnel Ligahon

インタビュー◎マスコバド糖品質改善の歩み

↑初代のマスコバド糖製糖工場（1987年〜）。
　掘っ建て小屋に近い形から始まりました。

現在の工場。2006年にリニューアル。設備も改善され、製造管理も行き届くようになりました。

→ 工場が建てられ、壁や窓ができました
（1993年〜）。
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子
ど
も
の
こ
ろ
は
古
い
森
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
小
川
が
流
れ
、
大
地
に
は
緑
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。
大
人
に
な
る
頃
に
は
そ
の
森

が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
小
川
の
水
は
枯
れ
、
大

地
は
乾
き
き
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
来
る
時
代

の
こ
と
は
、
わ
か
ら
な
い
。
人
は
さ
ら
に
罪
を

重
ね
、
こ
の
大
地
で
生
き
て
い
く
こ
と
は
難
し

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」（『SA

SIN
 BA
 RA
I

―

大
地
の
証
人
』）

　

そ
う
歌
う
の
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り
、
環
境
活
動
家
で
も
あ
る
エ

ゴ
・
レ
モ
ス
さ
ん
で
す
。
歌
の
よ
う
な
未
来
を

子
ど
も
た
ち
・
孫
た
ち
の
世
代
に
手
渡
さ
な
い

よ
う
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
各
地
の
住
民
と
一
緒

に
、
地
域
の
森
や
水
源
を
生
き
返
ら
せ
る
た
め

の
活
動
を
続
け
て
き
た
エ
ゴ
さ
ん
。
最
近
で
は
、

教
育
省
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
国
内
全
て

の
公
立
小
学
校
で
の
「
学
校
菜
園（
エ
デ
ィ
ブ
ル
・

ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド
）」
の
設
置
、
菜
園
を
つ
か
っ

た
総
合
的
な
教
育
の
実
践
の
た
め
の
指
導
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
あ
る
思
い
を
聞

き
ま
し
た
。

全
国
34
の
市
民
測
定
室
が
協
力
し
、
放
射

能
測
定
デ
ー
タ
を
結
合
し
て
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ

ト
」
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ

の
会
の
事
務
局
長
を
務
め
、
仲
間
と
共
に
、
食

品
や
土
壌
の
測
定
を
進
め
、
情
報
公
開
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
秋
よ
り
「
東
日
本
土
壌
ベ
ク
レ

ル
測
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称
「
土
壌
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）
を
始
め
ま
し
た
。
北
は
青
森
か
ら
南
は

長
野
、
静
岡
ま
で
、
東
日
本
17
都
県
と
い
う
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
一
定
の
手
法
で
土
壌
を
採
取

し
、
汚
染
度
を
マ
ッ
プ
化
し
て
い
く
と
い
う
か

な
り
大
掛
か
り
な
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
は
岩

手
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
の

土
壌
汚
染
調
査
を
し
、
行
政
に
対
処
や
健
康
調

査
を
求
め
た
取
り
組
み
を
雛
形
と
し
て
、
東
日

本
を
広
く
カ
バ
ー
す
る
調
査
と
し
て
私
た
ち
が

拡
大
さ
せ
た
も
の
で
す
。

汚
染
を
な
か
っ
た
こ
と
に

さ
せ
な
い
た
め
に

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
は
、
最
大
の
汚
染

を
受
け
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
５
年
、
10
年
と

続
け
て
い
け
ば
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
子
ど
も
た

ち
の
栄
養
不
良
・
栄
養

失
調
は
確
実
に
減
ら
せ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
学
校
に
は
、

苗
場
も
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
こ
で
育
て
た
苗
を
子

ど
も
た
ち
が
学
校
の
周

り
に
植
え
た
り
、
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
植
え
た

り
す
れ
ば
、
山
や
森
が
壊
れ
て
い
く
と
い
う
環

境
の
問
題
も
解
決
で
き
る
は
ず
で
す
。

人
び
と
と
自
然
と
の
絆
を

　

小
さ
な
島
で
あ
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、
水

問
題
は
非
常
に
深
刻
で
、
各
地
の
水
源
が
か
な

り
涸
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
政
府

や
国
際
援
助
機
関
は
、
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
そ

こ
か
ら
パ
イ
プ
を
引
い
て
集
落
に
流
す
と
い
う

よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
に
多
額
の
資
金
を
投
入

し
ま
す
。
十
数
年
に
渡
り
各
地
の
状
況
を
見
て

き
て
い
ま
す
が
、
水
源
そ
の
も
の
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
る
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ほ
ぼ
皆
無

で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で
や
る
し

か
な
い
、
と
２
０
０
５
年
にP 〈

注
２
〉

erm
atil

で
水

源
保
全
の
取
り
組
み
を
始
め
、
各
地
で
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
か
ら
は
、
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
か
ら
も
相
談
を
受
け
て
、
エ
ル
メ
ラ
県
で

イ
ナ
は
、
国
が
土
壌
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
で
は
国
で
、
航
空
機
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
空
か
ら
ざ
っ
く
り
と
調
査
は
し
ま
し
た

が
、
土
壌
を
各
地
で
採
取
し
測
定
す
る
と
い
う

厳
密
な
取
り
組
み
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
は
意
を
決
し
、「
汚
染
を
な
か
っ
た
こ

と
に
は
さ
せ
な
い
」
と
の
思
い
で
、
大
変
手
の

か
か
る
土
壌
調
査
を
市
民
力
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
岩
手
の
デ
ー
タ
３
０
０
件
余
り
か

ら
出
発
し
、
今
は
３
１
０
０
件
を
超
え
る
デ
ー

タ
が
登
録
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

非
常
に
貴
重
な
デ
ー
タ
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
多
く

の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す（
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
参
照
）。

土
壌
調
査
で
汚
染
度
が
一
目
瞭
然

　

土
壌
調
査
は
手
法
の
統
一
が
肝
と
な
り
ま
す
。

文
科
省
で
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
、
地
表
か

ら
５
㎝
ま
で
の
深
度
で
土
壌
を
採
取
し
、
測
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
各
地
の
汚
染
の

学
校
か
ら
地
域
に

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
独
立

し
て
15
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
は
環
境
の
悪
化
、
も
う
ひ
と
つ
が

栄
養
不
良
の
子
ど
も
の
割
合
が
と
て
も
高
い
こ

と
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
２
０
１
３
年

か
ら
教
育
改
革
の
一
環
で
公
立
小
学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
書
き
換
え
る
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ

と
に
な
り
、
パ

〈
注
１
〉ー

マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
理
念
に
も

と
づ
い
た
学
校
菜
園
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
菜
園
の
取
組
み
の
大
き
な
意
味
は
、
生

き
た
実
験
室
が
各
学
校
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

先
生
た
ち
が
、
教
科
書
だ
け
に
頼
る
こ
と
な
く
、

言
語
、
算
数
、
芸
術
、
科
学
、
栄
養
、
環
境
な

ど
を
学
校
菜
園
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
目
的
は
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
菜
園
で
学
ん
だ
こ
と
が
地
域
に
広
が

る
こ
と
で
す
。
家
に
持
ち
帰
っ
て
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
に
も
伝
え
て
、
一
緒
に
実
践
す
る

自
国
の
国
土
の
汚
染
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、

対
策
の
た
め
土
壌
汚
染
度
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
避
難
基
準
や
保
養
実
施
、
各
種
補
償
の

線
引
き
を
、
空
間
線
量
だ
け
で
な
く
土
壌
汚
染

の
数
値
も
使
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
事
故
の
５

年
後
に
制
定
さ
れ
た
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
」

に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
日
本

の
状
況
を
見
る
と
、
事
故
後
６
年
経
ち
ま
す
が
、

未
だ
に
「
年
間
20m

Sv
」
と
い
う
非
常
に
高
い

数
値
を
基
準
と
し
、
補
償
段
階
を
細
か
く
定
め

て
お
ら
ず
、
補
償
打
ち
切
り
を
加
速
さ
せ
て
い

る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ

も
同
様
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
エ
ル
メ

ラ
は
、
山
の
上
の
地
域
で
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
水
の
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
山
の
水
源
、
湧
水
が
枯

れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
な
の
で
す
。

　

水
源
を
生
き
返
ら
せ
、
守
る
た
め
に
は
、
地

域
の
人
び
と
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
地
域
の
慣
習
的
な
方
法
で
水
の
守
り
神
に

感
謝
を
捧
げ
る
こ
と
、
住
民
自
身
が
身
体
を
動

か
し
て
水
源
を
保
全
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
可
能

に
し
ま
す
。
私
が
仲
間
と
一
緒
に
地
域
に
入
っ

て
最
初
に
す
る
の
は
、
伝
統
的
な
知
恵
を
持
っ

て
い
る
長
老
た
ち
を
呼
ん
で
話
を
し
て
、
彼
ら

の
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
、
私

自
身
も
地
域
の
人
び
と
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
夢
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
仕
事
を
続
け
る

こ
と
で
、
い
つ
か
東
テ
ィ
モ
ー
ル
中
の
村
で
水

源
か
ら
水
が
十
分
に
湧
き
出
し
、
乾
季
で
も
水

が
涸
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

タ
ン
ク
や
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
よ
う
な
巨
額
の

費
用
は
か
か
ら
な
い
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
そ

れ
ほ
ど
大
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
重
要
だ

と
思
う
の
は
、
地
域
に
あ
る
天
然
資
源
や
元
来

の
知
恵
を
生
か
し
、
高
め
て
い
っ
て
、
人
び
と

と
自
然
と
の
強
い
絆
を
つ
く
り
な
が
ら
、
地
域

を
よ
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
■

比
較
が
一
定
程
度
可
能
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

も
同
じ
深
度
で
採
取
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

同
じ
地
域
内
で
も
常
に
同
じ
汚
染
度
を
示
す
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
完
全
な
比
較
は
難
し
い

の
で
す
が
、
で
き
あ
が
っ
て
き
た
地
図
を
見
る

と
や
は
り
汚
染
度
が
し
っ
か
り
と
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
す
。
様
々
な
地
域
の
汚
染
度
が
色
で
表

示
さ
れ
、
福
島
県
内
で
も
濃
度
の
高
低
差
は
大

き
く
、
ま
た
福
島
県
外
で
も
様
々
な
地
域
が
汚

染
を
受
け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

単
純
な
土
壌
汚
染
度
の
み
で
の
話
だ
と
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
強
制
移
住
す
べ

き
汚
染
度
や
避
難
に
対
し
て
補
償
が
な
さ
れ
る

地
域
に
、
今
も
多
く
の
方
が
補
償
も
な
く
住
み

続
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
問
わ
れ

ま
す
。
２
０
１
７
年
３
月
末
に
は
、
区
域
外
避

難
者
の
方
々
へ
の
住
宅
手
当
打
ち
切
り
も
あ
り
、

補
償
を
受
け
て
い
な
い
避
難
者
の
方
々
は
更
に

厳
し
い
現
実
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
民
健
康
調
査
で
は
、
約
30
万
人
の
子

ど
も
た
ち
の
う
ち
１
９
０
人
余
り
が
ガ
ン
・
ガ

ン
疑
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
て
が
事
故
由
来

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
全
て
事
故
由
来
で

な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
は
ず
で
す
。
放
射
能

は
見
え
ず
臭
わ
ず
、
測
ら
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
事
故
が
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
見
せ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
測
定
を
す
る
と
、
土
壌
汚
染
状
況
は
よ

く
見
え
て
き
ま
す
。
私
た
ち
の
マ
ッ
プ
も
一
助

と
な
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
の
よ
う
な
詳
細

な
線
引
き
と
補
償
が
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
■

〈
注
１
〉人
間
に
と
っ
て
の
恒
久
的
持
続
可
能
な
環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
の

デ
ザ
イ
ン
体
系
の
こ
と
で
、パ
ー
マ
ネ
ン
ト（
永
久
の
）と
ア
グ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー（
農
業
）、そ
し
て
、パ
ー
マ
ネ
ン
ト
と
カ
ル
チ
ャ
ー（
文
化
）

か
ら
造
ら
れ
た
言
葉
。

〈
注
２
〉エ
ゴ
・
レ
モ
ス
さ
ん
が
設
立
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
ベ

ー
ス
に
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
践
を
広
め

る
た
め
に
、農
民
や
青
年
を
対
象
に
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

「

汚染状況を丁寧に把握し、これからも長く対処していかなけ
ればならない。

〈東日本土壌ベクレル測定プロジェクト〉
http://www.minnanods.net/soil/
※「土壌プロジェクト」で検索できます。

東日本土壌マップ

東
日
本
土
壌
汚
染
マ
ッ
プ
と

私
た
ち
が
向
き
合
う
べ
き
こ
と

石
丸
偉
丈
／
い
し
ま
る
・
ひ
で
た
け

み
ん
な
の
デ
ー
タ
サ
イ
ト
事
務
局
長

地
域
の
資
源
や
元
来
の
知
恵
を

生
か
す
こ
と
か
ら

エ
ゴ
・
レ
モ
ス
／E

go Lem
os

環
境
活
動
家
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

聞
き
手
・
ま
と
め
：
野
川
未
央
／
の
が
わ
・
み
お

先生や生徒たちと一緒になって学校の菜園作りに励む。
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今号からのリニューアルを機に、思い切っ
て全面カラーになった『ハリーナ』。い

かがでしたでしょうか。これまで、掲載する写
真がカラーだったらよいのに……と思うこと
が多く、今号から写真も合わせて楽しんでい
ただけたらと思います。
　今年で30周年を迎えたマスコバド糖。改め
てマスコバド糖の魅力を再認識している今日
この頃ですが、甘味だけではなく、旨みも引き
出す砂糖で、可能性は無限大！　いずれ、新
コーナー「キッチンあぷら」でも紹介できたら
と思っています。（吉澤）

２週間の東ティモール出張から東京に
戻って、締め切っていた自宅の暑さにび

くり。室内の温度計は40℃を示しており、慌て
て窓を開け放ったものの気温は一向に下がり
ません。赤道直下の東ティモールの方が圧倒
的に涼しく（今は乾季なのでカラッとしてい
ますし、標高の高いコーヒー産地は朝晩肌寒
いほどです）、このままトンボ帰りしたいなん
て思ってみたり……。
　さて、全面カラーにリニューアルした『ハ
リーナ』、いかがでしたでしょうか？　裏表紙
でスタートした「キッチンあぷら」は、昨年都
内で開催して大好評だった「友産友消のスス
メ」というイベントが元になって生まれまし
た。紙面でレシピをお伝えすることで、イベン
トに参加できなかった方にも民衆交易の食材
をさらに楽しんでいただければうれしいです。
（野川）

APLAマンスリー募金スタート
APLAでは、新しいサポーター制度を導入し、新た
に「マンスリーサポーター」と「APLAサポーター」
を募集しています。ぜひ、知人の方へのお誘いお
願いします。リーフレットが必要な方には郵送い
たしますので、事務局までご連絡ください。

以下の呼びかけに賛同・協力しました。
●共同声明：市民社会を抑圧する「共謀罪」法案に反対
●経済連携協定に係る情報公開要求
●パレスチナ自治区における行政拘禁制度の廃止ならびに被拘禁者の即時釈放に関する嘆願書

事務局の動き（2017年5月～2017年7月）

事務局からお知らせ

5月 14日 ISOGOワールドパークに出店しました。

5月 15日 立教大学で野川が講演しました。

5月 19日 エゴ・レモスさんと東京都多摩市立愛和小学校を訪問しました。

5月 20日 東ティモール・フェスタ2017に出店しました。

5月 20日 日消連主催シンポジウム「土に生きる」に野川と寺田が登壇者として参加しました。

5月 22日 「APLA presents エゴ・レモスTalk&Live」を開催しました。

5月 26日 獨協大学で野川が授業をしました。

5月 27日 ロータス寺市に出店しました。

5月 28日 東京朝市アースデイマーケットに“PtoP”カフェとして出店しました。

6月 3日 第10回APLA総会を開催しました。

6月 11日 東京朝市アースデイマーケットに“PtoP”カフェとして出店しました。

6月 17日 100万人のキャンドルナイト2017＠増上寺に出店しました。

6月 18日〜
25日

フィリピンへ秋山と寺田が出張しました（寺田は7月6日まで）。

6月 23日 日本農業経営大学校で吉澤が授業をしました。

6月
7月

28日〜
12日

東ティモールへ野川が出張しました。

7月 1日 長野県上田高等学校で吉澤が講演しました。

7月 11日 友産友消のススメ「夏の甘さの方程式」を開催しました。

7月 12日 パルシステム埼玉（蓮田・伊奈・白岡地区会）でコーヒーのワークショップを開催しました。

7月 15日 目白大学国際交流研究科第3回公開講演会で吉澤が講演しました。

7月 16日 東京朝市アースデイマーケットに“PtoP”カフェとして出店しました。

7月 20日、
21日

福島県・バナナ募金届け先を訪問しました。（福島市2件、南相馬市1件）

7月 22日 グリーンコープ「青少年ネグロス体験ツアー」が開催され、評議員の大橋さんと寺田が同行し
ました。

［編集者］
吉澤真満子
野川未央

［表紙写真］
長倉徳生

［デザイン・制作］
十年舎

［編集・発行］
特定非営利活動法人APLA
（APLA／あぷら：Alternative People＇s Linkage in Asia）

〒169-0072
東京都新宿区大久保2-4-15
サンライズ新宿3F
〈tel.〉 03-5273-8160
〈fax.〉 03-5273-8667
〈e-mail〉  info@apla. jp
〈URL〉  http: //www.apla. jp

［印刷］
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ESYJのスタッフの皆さんと記念撮影。

「大きいお芋を作りたい人は、苗を立たせて植
えてね。沢山お芋を作りたい人は、苗を寝かせ
て植えてね」とガーデンティーチャー。

　

５
月
に
来
日
し
た
エ
ゴ
・
レ
モ
ス

さ
ん
、
自
ら
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
普

及
し
て
い
る
「
学
校
菜
園
／
エ
デ
ィ

ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド
」
の
取
組

み（
詳
細
は
13
頁
を
参
照
）
に
つ
い
て
の

学
び
合
い
の
た
め
に
、
東
京
都
多
摩

市
立
愛
和
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

愛
和
小
学
校
で
は
、
Ｅ〈

注
１
〉Ｓ

Ｄ
の
推
進

に
向
け
て
、
生
活
科
・
総
合
学
習
の

時
間
を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

み
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー

ド
の
活
動
を
実
践
し
て
お
り
、
今
回

の
学
校
訪
問
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
は
、
小
学
校
と
エ
デ
ィ
ブ
ル
授
業

の
実
践
に
協
働
し
て
い
る
一
般
社
団

法
人
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー

ド
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｊ
）
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
１
年
生
２
ク

ラ
ス
の
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ス
を
視
察
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｊ
の

ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
「
ガ
ー
デ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」

と
し
て
、
授
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
年
生
の「
見
つ
け
よ
う
、育
て
よ
う
、

お
世
話
し
よ
う
」
と
い
う
学
び
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
の
授
業
。
こ
の
日
は
、

こ
れ
か
ら
育
て
て
収
穫
ま
で
面
倒
を

み
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
が
メ
イ

ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
１
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
が
苗
を
植
え
て
い

る
間
、
も
う
１
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
は
、
ガ
ー
デ
ン（
学
校
菜
園
）
や
そ

の
周
辺
の
自
然
の
中
で
、
動
植
物
を

探
し
出
す
「
ガ
ー
デ
ン
ビ
ン
ゴ
」
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

具
体
的
な
動
植
物
だ
け
で
な
く
「
い

い
に
お
い
」
や
「
く
さ
い
も
の
」
と

い
う
ビ
ン
ゴ
の
マ
ス
も
あ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
駆
け
回
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
２
組
は
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

エ
ゴ
さ
ん
は
子
ど
も
や
先
生
た
ち

の
様
子
を
観
察
す
る
傍
ら
で
、
ガ
ー

デ
ン
の
片
隅
に
あ
る
堆
肥
づ
く
り
の

箱
を
見
つ
け
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｊ
の
堀
口

代
表
に
色
々
と
質
問
を
投
げ
か
け
ま

す
。
最
終
的
に
は
、「
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
林
か
ら
出
る
枯
れ
葉
や
草

な
ど
の
有
機
物
と
子
ど
も
た
ち
が
飼

っ
て
い
る
鶏
の
糞
を
上
手
に
活
用
し

た
ら
、
簡
単
に
菜
園
の
土
を
も
っ
と

豊
か
に
で
き
る
は
ず
！　

自
分
た
ち

も
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、
地
域
に
あ

る
も
の
で
土
づ
く
り
を
し
て
い
る

よ
」
と
そ
の
方
法
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
日
本
で
は

気
候
が
違
う
の
で
、
す
べ
て
同
じ
よ

う
に
い
か
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｊ
の
皆
さ
ん
も
エ
ゴ
さ
ん
か

ら
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
日

本
と
東
テ
ィ
モ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
で
の

「
学
校
菜
園
／
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
ス
ク

ー
ル
ヤ
ー
ド
」
の
取
組
み
が
さ
ら
に

前
進
し
ま
す
よ
う
に
！
（
野
川
未
央
／

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事
務
局
）■

　

２
０
１
６
年
９
月
か
ら
呼
び
か
け

が
始
ま
っ
た
福
島
県
二
本
松
有
機
農

業
研
究
会
が
取
り
組
む
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
パ
ネ
ル
設
置
。
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
で
は
他
団
体
と
協
力
し
て
「
パ

ネ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
設
け
、

二
本
松
市
外
の
人
で
も
応
援
で
き
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

パ
ネ
ル
１
２
９
枚
分（
全
体
で
９
９
０
枚

必
要
／
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、50kw

/h

）の

〈
注
１
〉Education for Sustainable D

evelopm
ent

の

略
。持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教

育
。

エ
ゴ・
レ
モ
ス
さ
ん
、

愛
和
小
学
校
を
訪
問

From
 E

ast T
im

o
r

東
テ
ィ
モ
ー
ル

二
本
松
有
機
農
業
研
究
会

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

取
り
組
み
進
捗
報
告

From
 N

ih
o

n
m

atsu
, Fu

ku
sh

im
a

福
島
県
二
本
松
市

支
援
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
計
画

当
初
は
２
０
１
７
年
春
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
融
資
の
目
処
が
６
月
に
な

る
こ
と
、
ま
た
農
地
転
用
申
請
が
進

ま
ず
、
ま
だ
建
設
に
ま
で
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会
へ
も
再
三
問

い
合
わ
せ
、
夏
に
は
申
請
許
可
が
下

り
る
見
通
し
で
す
。
今
年
の
農
繁
期

が
終
わ
る
冬
に
は
建
設
を
実
現
し
た

い
と
、
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
の

皆
さ
ん
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
吉
澤
真
満
子
／
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
事

務
局
長
）■

★ハリーナのバックナンバー（前号分まで）は、APLAのウェブサイトでもご覧いただけます。
　http://www.apla.jp/archives/publications-cat/halina



APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、新たにサポーター制度を導入し、「マンスリー
サポーター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧くだ
さい。リーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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A P L A 検索

個性的な料理人たちに、民衆交易の食材を使って作ってもらったレシピをお届けします。

ゲランドの塩

塩きんぴら
塩メレンゲをのせて
塩きんぴらに塩メレンゲを乗せ、刻んだ大葉（適量）を盛り付けて完成！
しょっぱいメレンゲを銘々の加減で割り、一緒にいただきます。
プルーンと大葉の意外な組み合わせもお楽しみください！

写真：平河 夏（PHOTO LIEN ∞）

材 料 （２人分） （２人分）材 料

作り方 作り方

〈※〉東京くらげとは…　日本と世界の保存食、加工食が面白くて仕
方ない料理人・按田優子と、そんな按田優子が面白くて仕方ない流し
のエディター・しまざきみさこによる、骨なし無色透明な料理ユニット。

レシピ提供・料理

按田優子／あんだ・ゆうこ
東京くらげ〈※〉

ごぼう…1本　人参…1本　プルーン…10粒
ゲランドの塩（細粒塩）…小さじ1
オリーブオイル…大さじ1

卵白…1個分　ゲランドの塩（一番塩）…小さじ1
片栗粉…大さじ1

［1］ごぼうと人参を適当な長さに切った後、すりこぎで叩
いて蓋つきの鍋に入れる。

［2］［1］にオリーブオイルと塩をふり、蓋をして弱火で柔ら
かくなるまで蒸し煮する。プルーンを入れて、さらに５
分くらい蒸し煮します。こうして根菜の甘みを引き出す。

［1］ボウルに卵白を入れて泡立て器で泡立て、角がピンと
立つくらいまでなったら、塩と片栗粉を加えて混ぜる。

［2］天板にオーブンシートを敷き、メレンゲを平らに伸ば
す。100度のオーブンで20分くらい、カリカリになるま
で焼く。

塩きんぴら 塩メレンゲ

ゲランドの塩はオンライ
ンショップ APLA SHOP
にてご購入いただけます。
写真は

「ゲランドの塩 細粒塩500g」

http://www.
aplashop.jp/shop/


